
災 

害
対
策
本
部
の
設
置
や
情
報
伝

達
訓
練
、
避
難
所
の
開
設
・
運
営
、

避
難
者
の
受
け
入
れ
、
避
難
訓
練
、
職
員

参
集
訓
練
、
市
民
体
験
型
訓
練
な
ど
を
内

容
と
す
る「
総
合
防
災
訓
練
」が
千
代
田
中

学
校
を
メ
ー
ン
会
場
に
、
市
内
全
域
で
行

わ
れ
、
計
９
８
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
午
前
９
時
に
茨
城
県
南
部
を

震
源
と
す
る
直
下
型
地
震
が
発
生
、
市
内

で
震
度
６
強
を
観
測
し
、
市
内
に
甚
大
な

被
害
が
出
た
た
め
避
難
す
る
想
定
。
千
代

田
庁
舎
の
停
電
復
旧
訓
練
後
に
、
坪
井
市

長
を
本
部
長
と
す
る
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、
避
難
所
の
開
設
を
指
示
。
市
民
に

避
難
所
開
設
の
広
報
を
行
い
、
各
行
政
区

が
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

メ
ー
ン
会
場
の
千
代
田
中
学
校
で
は
、

応
急
救
護
指
導
や
煙
体
験
、
消
化
器
体

験
、
災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
体
験
な

ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
子

育
て
ひ
ろ
ば
に
参
加
し
て
い
る
親
子
も
消

化
器
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
消

防
車
や
救
急
車
、
自
衛
隊
の
車
両
に
興
味

を
持
つ
子
ど
も
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

閉
会
式
で
は
坪
井
市
長
が「
訓
練
に
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ

と
が
多
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

を
災
害
発
生
時
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
市
も
、
改
善
な
ど
を
加
え
な
が
ら
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
訓
練
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」と
講
評
し
、

防
災
訓
練
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

総合防災訓練
11月9日、 本市においても甚大な被害が予想されている首

都圏直下型地震またはその他の災害に対し、 関係機関や

地域住民との相互協力体制の緊密化や市民一人ひとりの防

災への理解と防災意識の高揚を図るために行われました。

災害から身を守る

い市長を本部長とする災害対策本部設置訓

練ろ自衛隊による炊き出しはに救急隊による

応急救護指導ほ災害対応型自動販売機を

体験する参加者へ自衛隊員から防災資機材

の説明を聞く参加者とち水の消化器を使い、

初期消火訓練を行う子どもたちり炊き出しの

豚汁をおいしそうに食べる子どもい ろ

は

へ

と

ほに

ち り

文
芸
ひ
ろ
ば
詠
歌
の
紹
介

》 市民学芸員雑記帳
投
稿
作
品

師
走
風
悪
し
き
事
の
み
大
祓
い
迎
え
る
年
は
幸
多
か
れ
と 

櫻

井

清

流

棕
櫚
の
葉
で
吊
る
す
干
し
柿
冬
日
和
幼
の
記
憶
蘇
り
来
る 

沽
野
は
つ
子

裏
山
の
紅
葉
色
つき
里
の
秋
夕
陽
を
受
け
て
一
際
美
わ
し 

石

塚

清

皇
室
に
と
生
ま
れ
を
誇
る
富
有
柿 

や
ま
ぐ
ち
いさ
む

夫
が
居
た
ら
狸
親
爺
と
家
康
を
罵
倒
し
そ
う
な
大
河
見
て
い
る 

菅

谷

咊

子

冬
ざ
り
て
亡
き
夫
想
う
蘖
に
白
き
椿
の
七
つ八
つほ
ど 

高

橋

フ
ミ

千
代
田
俳
句
同
好
会

枯
菊
を
ひ
と
く
く
り
し
て
紙
の
音 

飯

沼

礼

子

着
ぐ
る
み
の
児
等
に
お
ど
け
て
秋
う
ら
ら 

枝

力

甲
高
き
鳥
の
声
な
り
冬
の
雨 

大

西

周

立
冬
の
は
て
し
な
き
空
青
く
あ
り 

加

藤

貞

江

名
札
下
げ
古
酒
た
っぷ
り
と
同
期
会 

熊

沢

鉄

雄

空
晴
れ
て
何
や
ら
う
れ
し
今
朝
の
冬 

小

松

崎

緑

冬
め
き
て
田
の
蓮
な
べ
て
崩
れ
け
り 

小
松
崎
正
生

大
空
の
峰
か
ら
峰
へ小
春
風 

榊

原

清

志

茶
の
花
や
旧
街
道
の
道
し
る
べ 

桜

井

愛

子

気
持
ち
よ
く
寝
る
夜
を
思
ひ
蒲
団
干
す 

坂

部

幸

子

》 写真で振り返る合併１０年

かすみがうら帆引き船まつり実行委員

会が製作する「霞ヶ浦帆引き船模型」

が茨城県郷土工芸品に指定されまし

た。 実物と同じ赤杉を主材料として、

順風満帆に湖上を進む帆引き船の

再現技術が高く評価されました。 郷土

工芸品の茨城県指定は、 3年ぶりと

のことです [広報かすみがうら№ 53]。

指定書を受け取る帆引き船実行委員会

［平成21年8月］
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▼
投
稿
作
品（
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

1
月
5
日
月
ま
で
に
情
報
広
報
課（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）へ
お
願
い
し
ま
す

出
島
短
歌
会

弟
も
今
は
神
戸
の
お
寺
に
て
父
母
と
共
に
永
久
の
ね
む
り
に 

小

室

貞

江

こ
の
冬
ま
で
し
ま
い
忘
れ
し
風
鈴
の
ち
り
ん
ち
り
ん
と
そ
の
音
の
寂
し 

名

倉

子

筑
波
嶺
の
西
に
ゆ
る
く
も
霧
な
が
れ
狭
沼
に
映
す
炎
の
ご
と
き
紅 

岡

田

恭

子

「い
つ行
こ
か
」ま
だ
見
ぬ
風
景
草
紅
葉
友
誘
ふ
日
を
楽
し
み
に
し
て 

浜

田

留

子

一
の
瀬
の
川
面
に
映
る
す
す
き
の
穂
千
千
に
乱
れ
て
水
に
流
さ
る 

飯
島

ヒ
ロ
エ

青見

天狗党の最後

熱い思いを抱きながら豪雪と極寒と険し

い北国街道の峠を越え、敦賀（新保宿）

に辿り着いた天狗党を待ち受けていたの

は、 徳川慶喜だった。 天狗党大将の

武田耕雲斎は、 失意の果てに降伏を

選択した。 裁判は宿敵の幕府の天狗

党追討軍大将の田沼意尊、 処刑執

行も因縁の彦根藩士だった。天狗党隊

士の斬首刑は、 史上類を見ない大量

の処刑と成ったが、 その 4年後の明治

の幕開けの原動力になったのは事実だろ

う。維新後、尊攘派の薩長が政権を握っ

たが、 横浜封鎖はおろか鹿鳴館で夷人

達とダンスを踊る始末だ。 結果的には正

解と思うが、天狗派の尊王攘夷は何だっ

たのだろう。 今、 資料館では特別展第

3部を展示している。 いよいよ面白くなっ

てきた。皆さんもご覧ください（桂木郁夫）。


